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蓮田市立蓮田中学校 

保健室 

令和５年２月 

 感染性胃腸炎が増加傾向にあり

ます。 

感染性胃腸炎と診断された場合

は「下痢・嘔吐症状が軽快し、全

身状態が改善されれば登校可能」

となっています。 

 感染力が強く、子どもばかりで

なく大人も感染します。感染しな

いためには、ウイルスを体内に入

れないことが大切で「手洗い」と

「感染者の便や嘔吐物の処理」の

徹底がポイントとなります。家庭

内での対応にも注意が必要です。

佐久医師会教えてドクター制作チ

ームが作成した「胃腸炎のホーム

ケア」を下部に掲載しました。対

応の参考にしていただければと思

います。 

教えて！ドクター.「胃腸炎のホームケア」.https://oshiete-dr.net/2017/07/14/201612ichouen/(参照 2023-01-24) 



 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室で内服薬は渡せません 

 頭痛や腹痛を訴え「薬をもらえませんか？」と来室する生徒がいますが、保健室では内服薬を渡すこ

とができません。必要な薬は各自で持参・管理することとなっています。 

いつも服薬している薬がある場合は、1 回分をお守り代わりに常備しておくと安心かもしれません。 

【薬に頼りすぎない生活を】 

 病気やけがを治すための本来の体の力「自然治癒力」が発揮されるためには、十分な睡眠(休養)や栄

養バランスのとれた食事をはじめとする、良い生活習慣の継続が欠かせません。薬は心身の健康をサポ

ートしてくれるものです。頼りすぎることなく、上手に付き合っていきましょう。 


